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障
害
児
の
後
期
中
等
教
育
段
階
へ
の
進
学
率
は
こ
の
1
0余
年
で
飛
躍
的

に
上
昇
し
た
。
1
997
年
度
か
ら
は
高
等
部
に
お
け
る
教
員
派
遣
に
よ
る
教

育
（
い
わ
ゆ
る
訪
問
教
育
）
の
試
行
的
実
施
も
開
始
さ
れ
、
19
97
年
3
月

卒
業
者
の
進
学
率
1）
は
盲
学
校
中
学
部
卒
が
9
6．
7％
、
聾
学
校
中
学
部
卒
が

99．
8
％
、
養
護
学
校
中
学
部
卒
が
89
．
0％
、
中
学
校
75
条
学
級
卒
が
77
．
1

％
と
な
っ
て
い
る
。
養
護
学
校
中
学
部
卒
が
90
％
台
に
、
中
学
校
75
条
学

級
卒
が
80
％
台
に
乗
る
の
は
日
寺
間
の
問
題
と
推
定
さ
れ
、
希
望
す
る
全
て

の
障
害
児
が
進
学
し
、
6～
18歳
に
お
よ
ぶ
12年
間
の
学
校
教
育
を
受
け

得
る
時
代
に
ほ
ぼ
達
し
た
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
障

害
児
を
含
め
て
、
義
務
教
育
（
な
い
し
前
期
中
等
教
育
）
段
階
か
ら
後
期

中
等
教
育
段
階
へ
の
接
続
（
ar
ti
cu
la
ti
on
）
問
題
は
、
後
期
中
等
教
育
の

義
務
化
（
義
務
教
育
年
限
の
延
長
）
で
は
な
く
、
15
歳
時
点
で
離
学
す
る

自
由
を
認
め
た
上
で
の
希
望
者
全
員
進
学
制
の
方
向
に
収
敷
し
つ
つ
あ
る
2）
。

　
し
か
し
、
後
期
中
等
教
育
の
あ
り
方
は
接
続
保
障
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、

学
校
か
ら
社
会
な
い
し
子
ど
も
か
ら
大
人
へ
の
移
行
（
t
r
ans
i
tio
n
）
保
障

の
視
点
か
ら
も
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
OE
C
D／
C
ERI
（
経
済
協

力
開
発
機
構
／
教
育
研
究
革
新
セ
ン
タ
ー
）
3
）
は
、
障
害
を
有
す
る
青
年
の

ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
を
①
自
律
と
自
立
、
②
生
産
的
活
動
、
③
社
交
関
係
・

地
域
参
加
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
余
暇
活
動
、
④
家
庭
で
の
役
割
履
行

と
い
う
4領
域
に
お
い
て
「
成
人
と
な
る
こ
と
」
と
幅
広
く
ト
ー
タ
ル
に

と
ら
え
、
「
青
年
期
か
ら
成
人
期
へ
の
移
行
の
全
局
面
を
包
含
し
た
概
念
枠

組
み
」
の
必
要
性
を
提
起
し
て
い
る
。
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
保
障
は
、
お
よ

そ
1
4・
1
5歳
か
ら
2G
歳
台
半
ぼ
頃
ま
で
に
及
ぶ
継
続
的
で
持
続
的
な
営
み

と
さ
れ
、
相
互
に
連
関
し
っ
っ
も
相
対
的
に
異
な
る
3つ
の
段
階
、
す
な

わ
ち
①
義
務
教
育
の
最
終
数
学
年
、
②
継
続
教
育
と
職
業
準
備
、
③
労
働

及
び
成
人
生
活
の
始
期
に
時
期
区
分
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
従
う
と
、
専

攻
科
を
含
む
盲
・
聾
・
養
護
学
校
の
高
等
部
は
、
②
の
段
階
に
相
当
す
る
。

　
本
稿
で
は
、
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
保
障
の
視
点
か
ら
、
養
護
学
校
に
お
け

る
高
等
部
専
攻
科
の
試
み
を
整
理
し
、
考
察
を
加
え
る
。

1，
専
攻
科
の
法
的
位
置
づ
け
と
養
護
学
校
へ
の
設
置
状
況

切
　
専
攻
科
の
法
的
位
置
づ
け

　
学
校
教
育
法
第
48
条
は
、
高
等
学
校
に
専
攻
科
及
び
別
科
を
置
く
こ
と

が
で
き
る
と
し
て
お
り
、
第
76条
に
よ
っ
て
盲
・
聾
・
養
護
学
校
に
準
用

さ
れ
て
い
る
。
専
攻
科
及
び
別
科
の
修
業
年
限
は
と
も
に
1
年
以
上
で
あ

る
が
、
別
科
が
高
等
学
校
（
高
等
部
）
の
入
学
資
格
者
を
対
象
に
「
簡
易

な
程
度
に
お
い
て
、
特
別
の
技
能
教
育
を
施
す
こ
と
」
（
第
48条
第
3項
）

を
目
的
と
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
専
攻
科
は
高
等
学
校
（
高
等
部
）
卒

業
者
を
対
象
に
「
精
深
な
程
度
に
お
い
て
、
特
別
の
事
項
を
教
授
し
、
そ

の
研
究
を
指
導
す
る
こ
と
」
（
第
48条
第
2項
）
を
目
的
と
し
て
い
る
。
な

お
、
専
攻
科
は
高
等
専
門
学
校
（
第
70条
の
6）
、
大
学
（
第
57条
）
及
び

短
期
大
学
（
第
57条
、
第
69条
の
2）
に
も
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
大
学
の
場
合
に
は
大
学
院
（
第
62条
）
、
他
の
場
合
に
も
各
々
更

な
る
上
級
進
学
機
関
が
あ
る
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
い
ず
れ
の
教
育
機
関

に
併
設
さ
れ
た
場
合
で
も
専
攻
科
は
、
法
的
に
は
上
級
教
育
階
梯
で
は
な

く
あ
く
ま
で
も
同
じ
教
育
階
梯
内
に
お
け
る
継
続
（
延
長
）
教
育
機
関
と

し
て
の
位
置
づ
け
と
な
る
。
と
は
い
え
、
文
部
省
の
行
う
「
学
校
基
本
調

査
2に
お
い
て
専
攻
科
に
進
む
こ
と
は
「
進
学
」
と
し
て
扱
わ
れ
て
お
り
、

ま
た
例
え
ば
教
育
職
員
免
許
法
に
お
い
て
専
修
免
許
状
の
基
礎
資
格
で
あ

る
「
修
士
の
学
位
を
有
す
る
こ
と
」
に
大
学
の
専
攻
科
に
1年
以
上
在
学

す
る
こ
と
を
含
ん
で
認
可
し
て
い
る
（
教
育
職
員
免
許
法
第
5条
・
別
表

第
一
・
備
考
第
2号
、
同
別
表
第
二
・
備
考
第
2号
）
な
ど
、
実
態
と
し

て
専
攻
科
は
学
歴
ア
ッ
プ
機
関
と
し
て
の
性
格
を
併
せ
持
っ
て
機
能
し
て

い
る
。

・
鳥
取
大
学
教
育
学
部
学
校
教
育
講
座
（
障
害
児
教
育
）

キ
ー
ワ
ー
ド
：
養
護
学
校
，
高
等
部
専
攻
科
，
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
，

　
　
　
　
　
青
年
期
教
育

（
2
）
養
護
学
校
へ
の
設
置
状
況

　
専
攻
科
の
設
置
状
況
4）
に
つ
い
て
、
専
攻
科
設
置
学
校
数
の
統
計
が
な
い

た
め
に
、
盲
・
聾
・
養
護
学
校
の
学
校
数
・
高
等
部
設
置
校
数
及
び
専
攻

科
学
科
数
・
学
級
数
・
生
徒
数
を
示
し
た
（
表
1）
。
盲
・
聾
学
校
に
お
い

て
は
戦
後
の
早
い
時
期
か
ら
専
攻
科
教
育
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、
養
護
学

校
に
関
し
て
は
公
立
校
に
は
未
だ
設
置
さ
れ
て
お
ら
ず
、
私
立
校
に
設
け

ら
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
統
計
的
に
学
科
数
の
判
明
す
る
最
新
の
1
996

年
度
に
つ
い
て
み
る
と
、
盲
学
校
96学
科
（
同
隼
度
で
国
公
私
立
計
71校
・

高
等
部
設
置
校
61校
中
）
、
聾
学
校
79学
科
（
同
じ
く
107校
・
70校
中
）
に

対
し
て
、
養
護
学
校
は
わ
ず
か
に
7学
科
．
（
同
じ
く
797校
・
570校
中
）

に
留
ま
っ
て
い
る
。

　
199
7年
度
現
在
に
お
い
て
は
、
私
立
養
護
学
校
16校
の
内
の
7校
に
専

攻
科
（
普
通
科
）
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
各
々
に
つ
い
て
は
後
に
詳
述
す

る
が
、
1969年
度
に
い
ず
み
養
護
学
校
、
75年
度
に
光
の
村
養
護
学
校
、

81
年
度
に
旭
出
養
護
学
校
、
85隼
度
に
聖
坂
養
護
学
校
に
開
設
さ
れ
た
後
、

近
年
た
て
続
け
に
94年
度
に
若
葉
養
護
学
校
、
95年
度
に
聖
母
の
家
学
園
、

96
年
度
に
三
愛
学
舎
養
護
学
校
が
専
攻
科
を
設
け
て
い
る
。
7校
全
て
が

「
精
神
薄
弱
」
養
護
学
校
で
あ
り
、
3年
制
を
唯
一
採
る
旭
出
養
護
学
校

を
除
い
て
、
他
の
6校
は
2年
制
で
あ
る
。
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2，
私
立
養
護
学
校
7校
の
試
み
5）

（
1）
学
校
法
人
明
和
学
園
　
い
ず
み
養
護
学
校
6）

　
1
958
年
に
服
飾
専
門
学
校
を
開
設
し
て
い
た
学
校
法
入
明
和
学
園
内
に

障
害
女
児
の
職
業
補
導
場
「
い
つ
み
学
園
」
が
併
置
さ
れ
、
62
年
に
は
い

ず
み
養
護
学
校
（
女
子
高
等
部
）
と
し
て
開
校
さ
れ
た
。
卒
業
生
の
進
路

保
障
の
一
環
と
し
て
、
65
年
に
養
護
学
校
附
属
授
産
所
が
誕
生
し
（
符
年

か
ら
社
会
福
祉
法
入
・
愛
子
福
祉
会
い
ず
み
授
産
所
）
、
69
年
に
は
全
国
で

初
め
て
養
護
学
校
に
専
攻
科
を
聞
設
し
た
。
専
攻
科
は
高
等
部
本
科
3年

の
課
程
を
基
盤
と
し
て
、
コ
ー
ス
制
を
導
入
し
て
専
攻
科
修
了
後
の
自
立

を
目
ま
旨
し
て
い
る
。
家
庭
科
を
中
心
と
し
た
教
育
課
程
に
特
色
が
あ
り
、

ま
た
寄
宿
舎
（
明
和
寮
）
と
密
接
な
連
絡
を
と
っ
た
自
立
へ
の
生
活
指
導

が
行
わ
れ
て
い
る
。
1
学
年
定
員
は
本
科
24
名
、
専
攻
科
12
名
で
あ
り
、

専
攻
科
に
進
む
の
は
本
科
生
の
約
半
数
及
び
他
校
か
ら
の
数
名
で
あ
る
。

（
2
）
学
校
法
人
光
の
村
養
護
学
校
　
土
佐
自
然
学
園
η

　
1
95
9年
に
高
知
市
立
小
・
中
学
校
養
護
学
級
分
室
の
中
に
光
の
村
職
業

補
導
所
が
併
設
さ
れ
、
私
立
学
校
設
立
の
準
備
の
一
環
と
し
て
、
66
年
に

精
神
薄
弱
児
施
設
光
の
村
学
國
（
71
年
に
光
の
村
わ
か
ぎ
寮
に
改
称
）
が

開
設
さ
れ
、
69
年
に
光
の
村
養
護
学
校
（
本
科
3
年
・
別
科
2
年
）
と
し

て
設
立
さ
れ
た
阜
当
初
は
高
等
部
養
護
学
校
か
ら
実
業
高
校
を
目
指
し
た

が
、
7
5
年
に
別
科
を
廃
し
て
専
攻
科
を
設
け
、
「
技
術
教
育
を
柱
と
す
る
5

年
制
の
青
年
期
学
校
」
（
注
7
－
a）
と
な
っ
た
。
8
3年
に
は
中
学
部
を
開

設
し
て
「
全
青
年
期
に
対
応
す
る
教
育
体
制
」
（
同
a
）
を
整
え
、
86
年
に

秩
父
白
然
学
園
（
埼
玉
県
）
を
開
設
し
た
の
を
機
会
に
土
佐
窪
然
学
園
に

改
称
し
て
い
る
。
教
育
課
程
は
暮
ら
し
の
教
育
・
か
ら
だ
の
教
育
・
仕
事

の
教
育
で
編
成
さ
れ
、
高
等
部
本
科
卒
業
時
に
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
（
遠
泳
・

サ
イ
ク
リ
ン
グ
・
マ
ラ
ソ
ン
）
へ
の
挑
戦
が
行
わ
れ
る
。
専
攻
科
は
プ
ロ

を
目
指
し
た
技
能
訓
練
・
技
衛
教
育
が
中
心
で
あ
る
。
な
お
、
並
行
し
て

社
会
福
祉
法
人
を
設
立
し
て
更
生
施
設
（
7
1
年
）
・
通
勤
寮
（
7
2
年
、
認
可

7
8隼
）
・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
（
92年
）
な
ど
を
整
備
し
、
株
式
会
社
（
75年
、

8
0年
等
）
も
発
足
さ
せ
て
、
全
国
的
な
圏
域
で
の
「
生
涯
教
育
総
合
施
設
」

を
目
指
し
て
い
る
。

③
　
学
校
法
人
旭
出
学
園
　
旭
出
養
護
学
校
8
）

　
ユ
9
50
年
に
豊
島
区
目
白
町
徳
川
邸
内
に
開
園
さ
れ
、
58
年
の
各
種
学
校

「
練
馬
生
活
学
園
」
を
経
て
、
60年
に
旭
出
学
園
教
育
研
究
所
を
開
設
、

養
護
学
校
（
小
中
高
併
設
）
も
開
校
さ
れ
た
。
62年
か
ら
練
馬
区
東
大
泉

に
順
次
移
転
し
、
7
9年
に
幼
稚
部
と
専
攻
科
が
認
可
さ
れ
た
。
専
攻
科
は

8
1
年
の
校
舎
落
成
を
待
っ
て
開
科
さ
れ
、
「
仕
事
の
社
会
的
意
義
を
わ
か
ら

せ
、
一
般
社
会
生
活
へ
の
参
加
を
め
ざ
す
」
（
注
8
～
b）
こ
と
を
目
標
と

し
て
い
る
。
養
護
学
校
専
攻
科
と
し
て
は
3年
制
を
唯
一
採
っ
て
い
る
が
、

3学
年
複
式
1学
級
と
定
員
は
少
な
く
、
本
科
卒
業
生
の
数
名
が
進
学
す

る
状
況
で
あ
る
。
近
年
で
は
、
福
祉
園
（
後
述
）
へ
の
入
所
待
ち
か
ら
だ

け
で
は
な
く
、
「
思
春
期
で
示
さ
れ
た
困
っ
た
行
動
が
長
引
く
こ
と
」
を
専

攻
科
を
含
め
た
継
続
的
な
指
導
・
援
助
に
よ
っ
て
克
服
し
て
よ
り
自
立
的

な
人
閲
に
近
づ
け
る
こ
と
が
意
識
さ
れ
た
り
く
注
8
－
d
）
、
ま
た
卒
業
生

の
短
期
（
数
か
月
）
受
け
入
れ
に
よ
る
再
教
育
も
試
み
ら
れ
て
い
る
。
な

お
、
専
攻
科
よ
り
前
か
ら
、
7
2年
度
に
は
社
会
福
祉
法
人
を
設
立
し
て
授

産
施
設
・
旭
出
生
産
福
祉
園
を
隣
設
す
る
（
7
4
年
）
と
と
も
に
、
静
岡
県

口
2年
）
や
千
葉
県
（
8
0
年
）
等
に
も
生
活
労
働
施
設
を
整
備
し
て
い
る
。

㈲
　
学
校
法
入
日
本
水
上
学
校
　
聖
坂
養
護
学
校
9
）

　
戦
前
の
1
94
2年
に
始
め
た
水
上
学
校
が
戦
後
の
四
年
に
日
本
水
上
学
校

と
し
て
設
立
さ
れ
、
51年
に
学
校
法
人
と
し
て
認
可
さ
れ
た
際
に
養
護
施

設
事
業
の
運
営
が
委
託
さ
れ
た
。
騒
年
の
財
団
法
人
・
61年
の
社
会
福
祉

法
人
日
本
水
上
学
園
を
経
て
、
67年
に
は
日
本
水
上
学
校
を
閉
校
し
、
代

わ
っ
て
聖
坂
養
護
学
校
（
小
学
部
）
を
開
設
し
た
。
？
9年
に
中
学
部
、
82

年
に
高
等
部
を
開
設
し
、
85年
に
専
攻
科
が
設
け
ら
れ
た
。
キ
リ
ス
ト
教

の
精
神
を
基
盤
と
し
て
個
々
の
個
性
に
応
じ
た
指
導
が
追
求
さ
れ
て
お
り
、

高
等
部
も
本
科
と
専
攻
科
の
5年
間
が
連
続
的
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る

（
本
科
卒
業
時
点
で
離
学
す
る
者
は
若
干
名
で
あ
る
）
。
「
と
か
く
高
等
部

教
育
の
目
標
が
進
路
指
導
に
左
右
さ
れ
た
り
、
適
応
的
な
指
導
に
偏
り
が

ち
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
誤
り
で
あ
る
」
「
進
路
は
あ
く
ま
で
も
教
育
的
指
導

の
結
果
で
あ
り
、
進
路
自
体
が
教
育
の
目
標
で
は
な
い
」
（
注
9－
f）
と

い
う
進
路
指
導
方
針
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
新
し
い
専
攻
科
の
あ
り

方
を
提
示
し
て
い
る
。
と
同
時
に
、
卒
後
保
障
と
し
て
社
会
福
祉
法
人
を

設
立
（
88年
）
し
て
通
所
更
生
施
設
（
89年
）
を
開
き
、
ま
た
横
浜
市
在

宅
支
援
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
事
業
（
92年
）
に
も
着
手
し
て
、
生
涯
保
障

体
制
の
確
立
に
努
め
て
い
る
。

⑤
　
学
校
法
人
大
出
学
園
　
若
葉
養
護
学
校
川

　
1993年
に
学
校
法
人
が
認
可
さ
れ
、
94年
よ
り
若
葉
養
護
学
校
（
高
等

部
本
科
・
専
攻
科
）
が
開
設
さ
れ
た
。
学
校
自
体
が
設
立
さ
れ
て
間
が
な

く
、
家
政
・
農
園
芸
・
染
織
の
コ
ー
ス
選
択
制
を
試
行
し
な
が
ら
、
実
践

創
造
の
模
索
期
に
あ
る
。
寄
宿
舎
「
杜
の
子
フ
ァ
ー
ム
」
を
活
用
し
た
国

公
立
養
護
学
校
か
ら
の
宿
泊
訓
練
・
職
業
実
習
の
受
け
入
れ
も
試
み
ら
れ

て
い
る
。
な
お
、
学
校
設
立
以
前
か
ら
障
害
者
福
祉
事
業
に
も
着
手
し
て

お
り
、
卒
後
保
障
の
構
想
も
練
ら
れ
つ
つ
あ
る
。

（
6）
学
校
法
人
　
養
護
学
校
・
聖
母
の
家
学
圏
餌

　
社
会
福
祉
法
人
カ
ト
リ
ッ
ク
京
都
市
教
区
カ
リ
タ
ス
会
に
よ
り
1966年

に
精
神
薄
弱
児
施
設
「
聖
母
の
家
」
（
定
員
30名
→
翌
年
15◎
名
）
が
設
立

さ
れ
、
67年
か
ら
市
立
内
部
小
学
校
へ
の
通
学
に
よ
る
学
校
教
育
保
障
が

開
始
さ
れ
た
。
69年
度
か
ら
は
施
設
内
に
分
教
室
が
設
け
ら
れ
、
そ
れ
が

前
身
と
な
っ
て
、
71年
1こ
「
聖
母
の
家
」
内
に
養
護
学
校
聖
母
の
家
（
小

中
学
部
）
が
開
設
さ
れ
た
。
後
に
施
設
経
営
は
「
汚
れ
な
き
聖
母
の
騎
士

聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
修
道
女
会
」
（
長
崎
県
）
に
委
ね
ら
れ
、
8◎
年
に
は
社
会

福
祉
法
人
三
重
聖
母
の
騎
士
会
が
認
可
さ
れ
て
、
正
式
な
施
設
経
営
の
主

体
と
な
っ
た
。
養
護
学
校
は
87年
よ
り
高
等
部
を
設
置
し
、
95隼
に
は
専

攻
科
が
設
け
ら
れ
た
。
そ
の
際
、
聖
坂
養
護
学
校
に
大
き
な
影
響
を
受
け
、

学
園
生
以
外
の
進
学
者
も
受
け
と
め
て
パ
年
閲
の
高
校
生
活
」
保
障
（
注

／
／
－
a）
を
特
色
と
し
て
打
ち
出
し
て
い
る
。
な
お
、
進
路
保
障
と
し
て
、

学
園
援
護
促
進
協
議
会
（
後
に
、
障
害
者
を
囲
む
マ
リ
ア
の
会
と
改
称
）

が
小
規
模
授
産
施
設
を
開
所
（
91年
）
し
て
い
る
。
ま
た
、
福
祉
施
設
哩

母
の
家
」
に
お
い
て
も
、
児
童
施
設
部
門
に
加
え
て
、
更
生
施
設
の
開
設

（
83年
）
、
同
重
度
棟
の
設
置
（
87年
）
、
地
域
生
活
援
助
事
業
（
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
）
の
発
足
（
92年
）
な
ど
の
展
開
が
み
ら
れ
る
。

（
7）
学
校
法
入
カ
ナ
ン
学
園
　
三
愛
学
舎
養
護
（
高
等
）
学
校
12）

　
1972年
に
社
会
福
祉
法
人
カ
ナ
ン
の
園
が
認
可
さ
れ
、
73年
に
児
童
施

設
「
奥
中
山
学
園
づ
が
開
園
、
同
時
に
奥
中
山
小
学
校
及
び
中
学
校
内
に

特
別
学
級
が
設
置
さ
れ
た
。
卒
後
保
障
と
し
て
、
獲
年
に
は
学
園
内
に
私

設
高
等
部
が
設
け
ら
れ
、
数
年
の
設
立
準
備
を
経
て
78年
に
三
愛
学
舎
養

護
学
校
が
開
校
さ
れ
た
。
義
務
教
育
段
階
は
地
域
校
く
8ヱ
年
よ
り
小
学
校

に
位
置
的
統
合
し
た
み
た
け
養
護
学
校
奥
中
山
分
校
）
で
学
び
、
三
愛
学

舎
は
「
養
護
高
等
学
校
」
と
性
格
づ
け
ら
れ
た
。
96年
よ
り
専
攻
科
を
開

設
し
た
こ
と
で
、
本
科
の
教
育
に
ゆ
と
り
が
生
ま
れ
、
基
礎
的
素
養
・
個

性
の
充
実
を
図
る
本
科
3年
と
個
々
の
生
活
確
立
を
図
る
専
攻
科
2年
の
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注　1）学杖数（川公私／！チ｛卜、分｝誤含む）は、翅緒『学｛Wへ」けF！llll編各ド度より｛ノ1戒し、文部省初．3中．）教ず∫局7芋殊玖で｝ll〕、（1997）鞠殊敦も行料（’ド成8年度）』のf盲・聾・蕗邊～：校奴の推移一lkレ公・私ウ．1λ噛一1に國ご臨、2した◇

　　2｝高、パい誌置板数（【鉋1公寂川「、分校を含む）は、文部省『学校基イぷぐ℃報｛パ繍各年度よ’り｛1i成した。竺欄は、『第kパ本〃布Wl告∴jlバ己載がないことをノパす。

　　3＞〃攻朴は、h」：校については図公私～1のは、聾学↓父については国乏＼7の計、養護｝校については私’1のみの数である。

　　4＞学科数は、文部省初諺卜．3・敦川誇、∫殊教ず」轟『穿」殊教イ，資孝日各年度より作1戊した。19884：度以前については、X尭註が小されていない。

　　5＞’了：級数及び生徒数は、文部省rゾ校パ本講企報～き、紺各年度より作成した〈、力欄は、　『学校八本∬炬禄llぴに，｝し載がないことを小31。

　　6＞］955・6G・65年度を力li出した後に、必蔓’；叫郊こ専攻科が㍑置された196｛）年度の前年度（1968午度）からは毎年度を掲載した。

　　7＞鍵‘；整了：杖に関する【。】，パ’1箏攻杜の開“麺1渡は、1969年度：いザみ養星2校、75年度1光の村養婆了杖、8三年度：旭出心杁、襲学校、85年度1聖坂蕊、鯉じ：校、閲年度：才泉笈護ト校、95年度：Ψ母の承f綱、964度：ス愛学舎蜘X学奴である◇

　　8＞いずみ養護Z校に渕しては、いずみ☆、：星∫二校（1992）　rl，己念1止　：Pi：］、同（1996）　鮫養、’時代／，日録誌一春秋』』メ1有余年き、1lil（三997）　「学：｝ズ舞覧（1：成9年度）］より作成した。厚攻秒生徒数は在籍f｝三度で、進路状況は卒ん・1…（3；Dで‘心赦した◇
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2
2

渡
部
昭
男
：
養
護
学
校
に
お
け
る
高
等
部
専
攻
科
の
試
み

「
5ケ
年
の
青
年
期
教
育
」
保
障
を
目
指
し
て
い
る
。
併
せ
て
、
生
活
部

門
く
更
生
施
設
（
8
0年
）
・
生
活
訓
練
棟
（
87年
）
・
福
祉
ホ
ー
ム
（
88年
）
・

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
（
8
9・
90年
）
〉
及
び
労
働
部
門
〈
有
限
会
社
（
8
2年
）
・

通
所
授
産
施
設
（
92
年
）
・
福
祉
工
場
（
98
年
予
）
〉
の
生
涯
に
わ
た
る
事

業
展
開
が
な
さ
れ
て
い
る
。

3，
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
保
障
か
ら
見
た
専
攻
科
の
可
能
性

（
1）
　
「
落
ち
穂
拾
い
」
的
機
能
な
い
し
職
業
教
育
機
能

　
養
護
学
校
の
専
攻
科
は
、
養
護
学
校
に
高
等
部
（
本
科
）
が
設
置
さ
れ

た
経
緯
に
酷
似
し
て
、
初
期
に
は
就
労
で
き
な
い
者
の
為
の
「
落
ち
穂
拾

い
」
的
機
能
を
持
ち
、
主
に
就
労
の
た
め
の
職
業
・
作
業
学
習
を
中
心
と

し
て
き
た
。

　
い
ず
み
養
護
学
校
に
お
い
て
授
産
所
開
設
か
ら
4
年
後
（
19
6
9年
）
に

専
攻
科
が
設
置
さ
れ
た
経
緯
と
し
て
、
「
卒
業
生
の
職
業
訓
練
の
場
と
考
え

た
、
い
ず
み
養
護
学
校
附
属
授
産
所
で
あ
っ
た
が
、
能
力
の
高
い
者
が
外

部
に
就
職
し
、
能
力
の
低
い
者
の
み
の
場
と
な
」
Σ
3）
っ
た
こ
と
が
大
き
な
要

因
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
授
産
所
に
お
い
て
一
定
の
賃
金
を

確
保
し
た
い
と
の
保
護
者
の
希
望
に
応
え
る
に
は
、
授
産
所
と
は
別
に
準

備
的
な
「
職
業
訓
練
の
場
」
を
設
け
る
必
要
が
生
じ
、
ヂ
1、
月
謝
を
納
め

て
、
自
分
の
材
料
で
学
習
／
2
、
噴
っ
て
も
ら
え
る
作
品
』
を
作
る
場
／

3
、
学
校
作
業
年
限
の
延
長
に
よ
る
心
身
発
達
の
助
長
と
社
会
自
立
を
図

る
人
づ
く
り
の
場
と
し
て
の
有
効
性
へ
の
期
待
（
大
人
に
な
る
た
め
の
修

業
の
場
）
ゴ
3）
等
々
の
位
置
づ
け
か
ら
専
攻
科
が
発
足
し
た
の
で
あ
っ
た
。

表
1
の
下
段
に
、
い
ず
み
養
護
学
校
に
お
け
る
高
等
部
本
科
卒
業
生
の
進

路
状
況
を
掲
載
し
た
が
、
本
科
卒
業
生
の
全
員
が
進
学
し
た
の
は
19
6
9～
9
7

年
の
29
回
の
内
で
70
・
7
2
年
の
2
回
の
み
で
あ
り
、
就
職
等
に
よ
り
本
科

卒
業
時
点
で
離
学
す
る
者
の
少
な
く
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
と
は
い
え
、

専
攻
科
の
実
践
を
蓄
積
す
る
中
で
、
「
確
か
に
、
専
攻
科
で
の
二
隼
間
の
学

習
態
度
、
交
友
関
係
な
ど
に
は
著
し
い
進
境
が
み
ら
れ
る
ノ
3
）
と
い
う
実
感

を
強
め
て
い
る
こ
と
は
貴
重
で
あ
る
。

　
な
お
、
専
攻
科
設
置
の
類
似
し
た
経
緯
は
、
旭
出
生
産
福
祉
園
が
設
置

さ
れ
た
5
年
後
（
19
79
年
）
に
専
攻
科
の
設
置
認
可
を
受
け
た
旭
出
養
護

学
校
に
お
い
て
も
認
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
福
祉
園
の
定
員
が
空
く
の

を
待
っ
た
り
、
福
祉
園
の
作
業
活
動
に
参
加
し
う
る
育
ち
を
保
障
す
る
た

め
に
専
攻
科
を
利
用
す
る
も
の
で
、
専
攻
科
が
福
祉
園
へ
の
待
機
な
い
し

入
園
準
備
の
機
能
を
持
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　
さ
ら
に
、
光
の
村
養
護
学
校
に
お
け
る
専
攻
科
（
19
75
年
）
の
開
設
は
、

職
業
教
育
（
な
い
し
技
術
教
育
）
機
能
を
前
面
に
出
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
特
徴
は
、
本
科
3年
・
専
攻
科
2年
を
継
続
し
て
と
ら
え
た
「
5
年

箭
‖
」
を
初
め
て
打
ち
出
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
「
青
隼
期
は
子

ど
も
か
ら
大
人
へ
の
鍛
錬
過
程
凶
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
た
。

②
　
移
行
保
障
及
び
青
年
期
教
育
の
萌
芽

　
聖
坂
養
護
学
校
（
198
5
年
）
以
降
に
は
、
個
性
の
伸
長
・
充
実
を
重
視

し
た
青
年
期
教
育
の
実
践
が
登
場
す
る
。

　
19
7
7年
、
当
時
小
学
部
し
か
な
か
っ
た
聖
坂
養
護
学
校
は
養
護
学
校
教

育
の
義
務
制
を
前
に
公
立
校
へ
の
転
校
が
相
次
い
で
児
童
数
が
半
減
す
る

中
で
、
「
聖
坂
養
護
学
校
総
合
計
画
」
を
策
定
し
た
。
そ
こ
に
は
、
「
第
1

期
：
中
学
部
・
高
等
部
の
設
置
」
「
第
2
期
：
寄
宿
舎
の
設
置
」
に
次
い
で
、

P
第
3期
二
幼
稚
部
・
高
等
部
専
攻
科
の
設
置
」
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
。

こ
の
「
総
合
計
画
」
に
基
づ
き
、
19
79
年
に
開
設
し
た
中
学
部
新
入
生
の

学
年
進
行
に
呼
応
し
て
、
19
8
2年
に
高
等
部
本
科
を
、
1
985
年
度
に
は
専

攻
科
を
開
設
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
際
、
高
等
部
教
育
の
充
実
と
し
て

①
教
育
年
限
の
延
長
及
び
②
教
育
内
容
の
充
実
の
二
本
柱
が
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
だ
5）
。
聖
坂
養
護
学
校
の
高
等
部
は
本
科
と
専
攻
科
が
一
貫
し
た

ヂ
5年
制
」
で
あ
り
、
学
習
集
団
の
編
成
も
本
科
と
専
攻
科
の
合
同
で
行

わ
れ
て
い
る
。

　
「
総
合
計
画
壽
の
策
定
か
ら
聖
坂
養
護
学
校
づ
く
り
を
先
導
し
て
き
た

柴
田
昌
一
校
長
は
、
青
年
期
前
期
を
「
感
性
が
豊
か
で
、
そ
の
後
の
人
生

の
基
礎
的
な
情
緒
や
人
格
を
つ
く
る
大
切
な
時
期
」
と
と
ら
え
、
「
感
性
豊

か
な
こ
の
時
期
、
ゆ
っ
た
り
と
豊
か
で
充
実
し
た
生
活
を
送
ら
せ
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
と
考
え
専
攻
科
を
設
置
し
た
」
と
言
デ
6｝
。
「
社
会
は
厳
し
い
」

と
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
に
行
わ
れ
る
「
ス
パ
ル
タ
的
な
指
導
」
に
は
批
判

的
な
立
場
を
採
り
、
「
本
校
高
等
部
の
課
題
と
し
て
は
、
む
し
ろ
職
業
訓
練

よ
り
社
会
へ
の
移
行
期
間
と
し
て
、
個
別
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
幅
広
い
社

会
生
活
ス
キ
ル
訓
練
の
実
践
に
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
家

庭
生
活
、
移
動
（
交
通
）
、
買
い
物
、
社
会
資
源
の
活
用
、
地
域
の
友
人
関

係
、
経
済
生
活
、
余
暇
な
ど
「
地
域
生
活
に
必
要
な
生
活
ス
キ
ル
」
を
例

示
し
て
い
る
瑚
。

　
校
長
だ
け
で
な
く
、
高
等
部
進
路
担
当
の
立
場
か
ら
も
同
様
の
視
点
が

示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
聖
坂
養
護
学
校
の
教
育
は
「
児
童
生
徒
の

全
面
発
達
を
目
指
し
て
い
る
」
と
さ
れ
、
そ
の
一
環
に
お
い
て
高
等
部
の

教
育
の
目
標
は
「
生
活
力
を
高
め
窪
立
す
る
力
を
養
う
こ
と
」
と
さ
れ
る
。

そ
の
際
に
、
「
自
立
」
と
は
「
創
造
的
・
主
体
的
に
他
者
と
協
力
で
き
る
力
、

つ
ま
り
他
者
か
ら
の
呼
び
掛
け
に
対
し
て
主
体
的
に
応
え
る
力
」
で
あ
っ

て
、
「
社
会
に
適
応
す
る
と
い
う
狭
い
意
味
で
の
自
立
」
で
は
な
い
と
さ
れ

て
い
る
1η
。

　
聖
坂
養
護
学
校
の
実
践
か
ら
大
き
な
影
響
を
受
け
て
専
攻
科
を
設
置

（
1995年
）
し
た
聖
母
の
家
学
園
で
は
、
「
思
春
期
後
期
か
ら
青
年
期
を
迎

え
る
生
徒
た
ち
｝
こ
と
っ
て
大
切
な
も
の
」
と
し
て
、
①
興
味
・
意
欲
（
友
だ

ち
、
余
暇
、
異
性
へ
の
関
心
、
生
産
の
喜
び
、
得
意
な
こ
と
等
）
、
②
理
解

力
・
基
礎
学
力
（
言
ii昏
数
量
の
カ
な
ど
）
、
③
生
活
の
力
（
生
活
し
て
い
く

上
で
必
要
と
な
る
機
能
的
・
技
能
的
な
カ
と
経
験
〉
の
3つ
を
設
定
し
、

「
新
た
な
自
分
の
発
見
一
地
域
で
働
く
社
会
人
と
し
て
、
よ
り
よ
い
選
択

の
で
き
る
カ
ー
」
を
め
ざ
し
て
い
る
。
今
後
さ
ら
に
、
専
攻
科
の
「
本
科
と
の

違
い
」
も
位
置
づ
け
な
が
ら
、
唱
分
の
こ
と
は
自
分
で
決
め
る
一
か
け
が

え
の
な
い
た
っ
た
一
人
の
私
だ
か
ら
一
」
ひ
で
き
る
こ
と
3と
『
わ
か
っ
て

で
き
る
こ
と
』
の
違
い
」
「
よ
り
よ
い
自
分
を
選
択
す
る
た
め
に
」
「
よ
り
豊
か

に
生
き
る
人
間
を
め
ざ
し
て
」
な
ど
の
探
究
を
行
お
う
と
し
て
い
る
18）
。

　
最
も
新
し
く
専
攻
科
を
設
置
（
1996年
）
し
た
三
愛
学
舎
養
護
学
校
は
、

既
述
の
よ
う
に
、
本
科
と
専
攻
科
を
継
続
的
に
と
ら
え
て
「
5
ケ
年
の
青

年
期
教
育
」
を
強
調
し
つ
っ
も
、
基
礎
的
素
養
・
個
性
の
充
実
を
図
る
本

科
3年
と
個
々
の
生
活
確
立
を
図
る
専
攻
科
2年
と
い
う
相
対
的
な
独
自

性
の
押
さ
え
を
明
確
に
し
て
い
こ
う
と
い
う
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
る
。
三

愛
学
舎
は
、
「
神
を
愛
し
、
人
を
愛
し
、
土
を
愛
す
る
」
と
い
う
三
愛
の
精

神
を
校
名
の
由
来
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
生
活
即
教
育
」
の
基
本
理
念

の
下
に
「
生
活
・
労
働
を
動
機
と
し
て
、
自
己
実
現
し
て
い
く
人
格
を
め

ざ
す
」
教
育
が
追
求
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
各
1学
年
を
単
位
と

し
て
調
理
室
・
食
堂
・
和
室
・
洋
室
・
洗
面
所
・
便
所
か
ら
な
る
教
室
が

教
育
及
び
生
活
の
共
同
空
間
と
し
て
設
け
ら
れ
、
教
育
課
程
と
し
て
は
3・

4校
時
の
「
生
活
・
こ
と
ば
・
文
字
・
か
ず
」
と
5・
6校
時
の
「
作
業
」

が
学
校
生
活
の
「
核
」
に
な
り
、
自
分
た
ち
で
毎
日
行
う
「
昼
食
づ
く
り
」

が
「
軸
」
と
な
っ
た
編
成
が
な
さ
れ
て
き
た
。

　
し
か
し
、
三
愛
学
舎
に
お
い
て
も
1983年
頃
か
ら
「
将
来
社
会
人
と
し

て
働
く
人
に
な
る
こ
と
に
つ
な
が
る
教
育
」
が
強
調
さ
れ
、
専
攻
科
設
立

前
の
高
等
部
教
育
の
実
情
は
「
自
己
実
現
と
職
業
的
（
社
会
的
）
自
立
の

は
ざ
ま
」
で
揺
れ
て
い
る
と
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
鋤
。

・
「
牡
会
適
応
論
』
と
区
別
す
る
た
め
に
も
自
戒
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ

と
は
、
『
生
活
・
教
育
・
労
働
』
の
三
者
の
結
び
つ
き
は
、
『
将
来
の
生
活
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2）
週
時
間
数
（
現
行
週
28時
間
を
基
に
）

1）
高
等
部
と
専
攻
科
の
ね
ら
い

高
等
部

専
攻
科

〈
地
な
ら
し
と
基
礎
的
素
養
・
個
性
の
充
実
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
．
ウ
’
”

　
　
（
個
々
の
生
活
確
立
）
・
・
，
舎
ウ
”
≠
，
・
シ
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，
「
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輌
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■
’
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■
●
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●
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資
料
1
　
三
愛
学
舎
養
護
学
校
に
お
け
る
専
攻
科
を
含
め
た
新
し
い
教
育
課
程
構
想

　
　
　
（
出
典
：
「
三
愛
精
神
に
基
づ
い
た
学
習
内
容
の
充
実
」
年
月
不
詳
）

の
た
め
、
将
来
の
労
働
の
た
め
』
に
教
育
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
あ
く
ま

で
“
自
己
実
現
を
援
助
す
る
教
育
”
を
構
想
す
れ
ぼ
、
『
生
活
・
労
働
』
と

の
有
機
的
な
結
合
の
中
で
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
」
（
1
979
年
三
愛
学
舎
研
二

究
紀
要
）

・
ぼ
生
活
・
こ
と
ば
・
文
字
・
か
ず
』
の
ね
ら
い
は
、
生
活
上
の
『
調
理
』

を
取
り
上
げ
、
献
立
・
買
い
物
の
活
動
と
関
連
し
て
、
こ
と
ば
・
文
字
・

か
ず
の
学
習
を
積
み
重
ね
る
こ
と
が
総
合
さ
れ
て
、
生
活
に
立
ち
向
か
う

姿
勢
を
つ
く
り
だ
し
て
い
き
、
こ
の
時
間
の
中
で
育
て
ら
れ
る
姿
勢
は
各

白
の
全
生
活
に
波
及
し
て
生
き
る
原
動
力
に
な
っ
て
い
く
こ
と
。
つ
ま
り

自
己
実
現
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
」
（
1
97
9年
三
愛
学
舎
研
究
紀
要
）

・
「
『
労
働
3
の
ね
ら
い
は
、
喜
び
の
あ
る
労
働
と
し
て
“
自
分
た
ち
の
生

き
て
い
く
上
で
必
要
な
も
の
を
自
ら
の
手
で
つ
く
り
だ
し
て
い
く
こ
と
”

で
あ
っ
た
。
こ
の
基
本
は
、
互
い
｝
こ
生
か
し
合
う
関
係
の
中
で
、
は
じ
め

て
意
味
を
持
っ
て
実
現
さ
れ
た
。
」
（
運
営
計
画
書
）

　
こ
う
し
た
「
三
愛
学
舎
の
教
育
の
ね
ら
い
」
に
立
ち
か
え
る
検
討
作
業

を
通
じ
て
、
「
人
格
的
ふ
く
ら
み
」
「
人
格
的
成
長
」
の
機
会
と
し
て
青
年

期
教
育
を
再
構
築
し
て
い
く
方
向
が
出
さ
れ
、
専
攻
科
が
設
立
さ
れ
た
の

で
あ
っ
た
。
資
料
1
に
示
す
よ
う
に
、
専
攻
科
に
職
業
教
育
の
重
点
を
移

す
こ
と
に
よ
っ
て
む
し
ろ
本
科
で
の
教
育
を
ゆ
と
り
の
あ
る
も
の
に
し
、

「
自
己
実
現
と
職
業
的
（
社
会
的
）
自
立
」
の
両
者
を
と
も
に
追
求
し
て

い
こ
う
と
す
る
方
向
性
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
う
し
た
中
で
、
先
発
の
専
攻
科
に
お
い
て
も
変
化
が
生
じ
て
お
り
、

例
え
ば
旭
出
養
護
学
校
に
お
い
て
は
専
攻
科
教
育
を
「
成
人
期
以
降
の
人

生
を
ど
の
よ
う
に
生
き
た
ら
よ
い
か
を
一
人
一
人
の
状
態
に
合
わ
せ
て
探

る
活
動
」
と
と
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
2°
）
。

③
　
生
涯
保
障
体
制
の
整
備

　
と
こ
ろ
で
、
私
立
養
護
学
校
が
公
立
校
と
決
定
的
に
異
な
る
の
は
、
専

攻
科
を
含
め
た
学
校
教
育
の
充
実
が
、
社
会
福
祉
法
人
や
会
社
な
ど
を
設

立
し
て
の
「
生
涯
保
障
体
制
の
整
備
2
の
一
環
に
お
い
て
構
想
さ
れ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
（
資
料
2
～
5
）
。
そ
し
て
、
そ
の
中
で
1
8～
2
0歳
教
育
を

学
校
か
ら
社
会
、
子
ど
も
か
ら
大
人
へ
の
移
行
保
障
と
し
て
位
置
づ
け
る

試
み
が
な
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

　
遅
く
な
い
時
期
に
公
立
養
護
学
校
に
も
専
攻
科
が
設
置
さ
れ
て
い
く
も

の
と
予
測
さ
れ
る
が
、
生
涯
保
障
体
制
の
整
備
の
な
い
専
攻
科
設
置
は
、

「
社
会
は
厳
し
い
」
と
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
に
行
わ
れ
る
「
ス
パ
ル
タ
的

な
指
導
」
に
傾
斜
す
る
危
慎
が
大
き
い
と
い
え
よ
う
。

【
追
記
】
本
稿
は
、
平
成
9～
10年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
「
障

害
児
の
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
（
学
校
一
社
会
間
移
行
）
に
関
す
る
実
証
並
び

に
比
較
研
究
」
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
な
お
、
概
要
は
「
特
別
な
ニ
ー

ズ
教
育
と
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
学
会
」
第
3回
大
会
（
1997年
11月
15

日
、
於
：
東
京
学
芸
大
学
）
に
お
い
て
口
頭
発
表
し
た
。

〈
注
〉

1
）
文
部
省
（
1997）
『
学
校
基
本
調
査
報
告
書
（
初
等
中
等
教
育
機
関
／

　
専
修
学
校
・
各
種
学
校
編
）
2大
蔵
省
印
刷
局
。

2
）
と
は
い
え
、
高
校
入
試
制
度
の
あ
り
方
、
公
立
校
に
お
け
る
中
高
一

貫
校
の
選
択
的
導
入
（
6・
3・
3制
と
6・
6制
の
並
立
に
よ
る
多

線
型
の
導
入
）
な
ど
、
な
お
論
議
す
べ
き
問
題
は
多
い
。

3
）
詳
し
く
は
、
拙
稿
（
1997）
「
障
害
を
有
す
る
青
年
の
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ

　
ン
保
障
と
職
業
教
育
の
あ
り
方
」
『
障
害
者
問
題
研
究
』
第
25巻
第
2号
。

4
）
高
等
部
そ
の
も
の
の
設
置
状
況
に
つ
い
て
は
、
拙
著
（
1996）
『
「
特

殊
教
育
」
行
政
の
実
証
的
研
究
』
京
都
法
政
出
版
の
第
II部
「
後
期
中

等
教
育
進
学
に
関
す
る
行
政
」
pp．
169－
372を
参
照
さ
れ
た
い
。

5
）
1
9
97年
7～
10月
に
お
い
て
、
専
攻
科
を
設
置
す
る
私
立
養
護
学
校

　
7
校
に
「
学
校
要
覧
」
等
の
関
係
資
料
の
送
付
を
依
頼
し
、
併
せ
て
可

能
な
範
囲
で
直
接
訪
問
し
て
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
。

6
）
い
ず
み
養
護
学
校
に
関
す
る
資
料
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
a
）
「
い
ず
み
養
護
学
校
　
学
校
要
覧
（
平
成
9年
度
）
」

　
b
）
「
い
ず
み
養
護
学
校
案
内
（
平
成
9年
度
）
J

　
c
）
「
い
ず
み
養
護
学
校
　
平
成
9年
度
・
時
間
割
表
」

　
d
）
「
い
ず
み
養
護
学
校
　
専
攻
科
資
料
」
（
年
月
不
詳
）

　
e
）
「
い
ず
み
養
護
学
校
明
和
寮
　
寮
（
寄
宿
舎
）
要
覧
（
平
成
9年
度
）
」

　
f
）
「
い
ず
み
養
護
学
校
　
進
路
指
導
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
（
年
月
不
詳
）

　
9
）
い
ず
み
養
護
学
校
（
1996）
『
一
安
養
寺
時
代
記
録
誌
一
春
秋
二
十

　
有
余
年
』

　
h
）
い
ず
み
養
護
学
校
（
1992）
『
記
念
誌
　
三
十
年
』

　
i
）
い
ず
み
養
護
学
校
（
1992）
『
創
誌
　
愛
ひ
と
す
じ
遥

　
j
）
社
会
福
祉
法
人
愛
子
福
祉
会
「
女
子
精
神
薄
弱
者
通
所
授
産
施
設

　
　
い
ず
み
授
産
所
」
（
年
月
不
詳
）

7）
光
の
村
養
護
学
校
に
関
す
る
資
料
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
a
）
「
光
の
村
養
護
学
校
土
佐
自
然
学
園
　
学
校
要
覧
（
平
成
9年
度
）
j

　
b
）
「
広
域
福
祉
圏
の
組
織
化
を
目
ざ
す
『
光
の
村
』
の
概
要
」
（
年
月

　
不
詳
）

　
c
）
「
光
の
村
紹
介
ビ
デ
オ
の
解
説
」
（
年
月
不
詳
）

　
d
）
学
校
法
人
光
の
村
学
園
・
社
会
福
祉
法
人
光
の
村
「
21世
紀
の
土

　
佐
光
の
村
　
自
活
す
る
成
人
期
・
豊
か
な
老
人
期
の
創
造
（
平
成
9

　
年
5月
）
」
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資
料
2　
「
光
の
村
」
に
お
け
る
「
広
域
福
祉
圏
」
構
想

（
出
典
：
「
広
域
福
祉
圏
の
組
織
化
を
農
ざ
す
穿
光
の
村
遥
の
概
要
」
年
月
不
詳
）
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3
　
旭
出
学
園
の
組
織
図

（
出
典
　
　
「
旭
出
養
護
学
校
　
要
覧
（
平
成
9年
6月
）
」
）

　
　
資
料
4　
聖
坂
養
護
学
校
の
ビ
ジ
ョ
ン

（
出
典
：
「
聖
坂
養
護
学
校
　
要
覧
（
1997年
度
）
」
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中
山

…
奥
中
山

…
　
莫
中
UJ　
（
’
97．
10　
開
設
予
定
）

q
i｛
二
亙

活

蒙
㌶

μ
発
｝
渓
苫
看
熔
菜
筑
｝

　
　
…

i燃
・
　
1

｝
◎
き
丁
3菜
故
．
定
員
芯
狛
）

　
ん
　
エ
　
ゆ

小
さ
き
群
の
皇

ア
パ
ー
ト

藪

曝　
グ
ル
ー
ブ
ホ
ー
ム
T

（
ぽ
鱒
易
蟄
〉
叉
員
■
惑
｝

（
口
舗
韓
漫
｝

一
ク
「
］
レ
ー
プ
ホ
ー
ム
2

べ
i雪
誇
聾
頴

㌻
夏
　
　
　
　
　
訂
之

蒸
中
山
小
琴
校
亥
中
山
宇
竿
校
　
i

労
漫
　
部

・
』
⑫
・

［
噸
。
．
。
三
i：
：
ξ
む
吾
工
驚

二
鍵
舗
妻
獺
…

　
　
［
惑
蕩
勘

・
牟
工
房
、
ア
ド
ナ
イ
・
工

置
奮
篇
鷺
磁
｝

ヒ
ソ
フ
璃

i轟
＿
み
ナ
ニ
淳
頂
綴

i轟
中
山
授
韓
・
琴
轟
　
中
攣
諺
｝

i

（
≡
語
琴
校
）
　
靭

1i　
　
　
　
　
i

（
1苔
2鍵
設
定
員
3各
騒
員
市
）

口
力
ナ
ン
の
頴
叡
象

ド
ヨ
く
撫
バ
｝

担
醤
筏
設
傷
群
｝

ヒ
ソ
フ
工
虜
真
軸
分
題

カ
ナ
ン
牧
賃

　
ン
蟹
汚

●
契
轟
統

真
尊
x工
闘

（
1琵
2刻
　
」

蕊
労
（
培
壕
作
蔓
ぷ
薪
禽
c）

吟
馴
琴
x文
　
　
鷲
犠

資
料
5
吻
ナ
ン
の
風
の
事
業
体
系
及
び
生
活
・
教
育
・
労
働
の
体
系
図

（
出
典
：
「
三
愛
学
舎
養
護
（
高
等
）
学
校
　
学
校
要
覧
（
199？
年
度
）
」
一
左
図

　
　
　
　
　
及
び
カ
ナ
ン
の
園
事
務
局
「
カ
ナ
ン
の
園
」
年
月
不
詳
一
右
図
）



鳥
取
大
学
教
育
学
部
教
育
実
践
研
究
指
導
セ
ン
タ
ー
研
究
年
報
　
第
7号
　
1998年
3月

25

　
e
）
西
谷
英
雄
（
19
84
）
『
も
う
ひ
と
つ
の
教
育
　
土
佐
・
光
の
村
か
ら

　
　
の
挑
戦
X学
習
研
究
社

8
）
旭
出
養
護
学
校
に
関
す
る
資
料
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
a）
「
旭
出
養
護
学
校
要
覧
（
平
成
9
年
6
月
）
」

　
b
）
ヂ
旭
出
養
護
学
校
　
要
覧
（
昭
和
61
年
7月
）
」

　
c
）
「
旭
出
養
護
学
校
案
内
」
（
年
月
不
詳
）

　
d戸
旭
出
養
護
学
校
　
専
攻
科
の
教
育
　
1
99
6
年
度
公
開
見
学
会
資
料

　
　
（
199
7年
2月
20
日
）
」

　
e
）
「
旭
出
養
護
学
校
　
実
習
の
手
引
書
」
（
年
月
不
詳
）

　
f
）
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
機
関
「
あ
お
ば
会
　
会
則
（
平
成
6
年
6
月
5日
）
」

　
9
）
旭
出
学
園
教
育
研
究
所
（
19
77
）
『
旭
出
学
園
教
育
研
究
所
紀
要
毒

　
　
第
4
集

　
h）
「
社
会
福
祉
法
人
大
泉
旭
出
学
園
一
施
設
要
覧
～
（
平
成
9
年
4

　
　
月
）
」

9
）
聖
坂
養
護
学
校
に
関
す
る
資
料
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
a
）
「
聖
坂
養
護
学
校
要
覧
（
19
97
年
度
）
」

　
b
）
「
聖
坂
養
護
学
校
要
覧
（
19
93
年
度
）
」

　
c
）
聖
坂
養
護
学
校
硯
童
・
生
徒
募
集
案
内
（
19
9
3年
度
）
」

　
d
）
聖
坂
養
護
学
校
ヂ
聖
坂
だ
よ
り
」
第
31
号
（
1
996
年
11
月
1日
）

　
e
）
聖
坂
養
護
学
校
「
学
校
だ
よ
り
3（
199
6
年
1
0
月
3
1
日
）

　
f
）
聖
坂
養
護
学
校
高
等
部
進
路
担
当
「
進
路
指
導
の
方
法
に
っ
い
て
」

　
　
（
年
月
不
詳
）

　
9）
聖
坂
養
護
学
校
P
TA
広
報
委
員
会
「
に
じ
」
第
1
7
号
（
1
99
7
年

　
　
3
月
1日
）

　
h）
聖
坂
子
供
た
ち
の
将
来
を
つ
く
る
会
「
会
報
2第
9号
（
19
9
6年

　
　
6月
1副

　
i）
聖
坂
子
供
た
ち
の
将
来
を
つ
く
る
会
「
会
報
」
第
7
号
（
1
9
94
年

　
　
3月
16
日
）

　
1
）
校
長
柴
田
昌
一
「
聖
坂
養
護
学
校
教
育
理
念
」
（
年
月
不
詳
）

　
1
∋
田
村
一
男
「
本
校
教
育
の
基
本
的
構
造
」
（
年
月
不
詳
）

　
1
）
田
村
一
男
「
昭
和
5
4年
度
　
発
達
研
究
の
ま
と
め
　
発
達
段
階
に

　
　
応
じ
た
基
本
的
な
活
動
ス
テ
ッ
プ
表
作
り
」
（
年
月
不
詳
）

　
m）
菅
原
薪
也
「
昭
和
5
5
・
5
6隼
度
年
間
テ
ー
マ
研
究
　
言
語
の
教
育

　
　
課
程
研
究
　
発
達
段
階
に
応
じ
た
言
語
指
導
ス
テ
ッ
プ
の
構
想
表
づ

　
　
く
り
」
（
年
月
不
詳
）

　
n）
矢
部
　
正
「
生
活
の
教
育
課
程
研
究
　
発
達
段
階
に
応
じ
た
生
活

　
　
指
導
ス
テ
ッ
プ
の
構
想
表
づ
く
り
」
（
年
月
不
詳
）

　
o
）
聖
坂
養
護
学
校
「
生
活
の
記
録
・
修
了
証
書
（
ひ
な
型
）
」
（
年
月

　
　
不
詳
）

　
P
）
聖
坂
養
護
学
校
（
1
988
）
哩
坂
養
護
学
校
20
年
の
歩
み
』

　
q）
聖
坂
養
護
学
校
（
1
9
86
）
『
ひ
じ
り
ざ
か
の
教
育
実
践
膓
第
7
号

　
r
）
聖
坂
学
園
後
援
会
「
後
援
会
入
会
の
ご
案
内
」
（
年
月
不
詳
）

　
s）
社
会
福
祉
法
人
聖
坂
学
園
鞠
的
障
害
を
お
持
ち
の
方
の
働
き
を

　
　
支
援
す
る
通
所
更
生
施
設
　
オ
リ
ブ
工
房
」
（
年
月
不
詳
）

　
t
）
オ
リ
ブ
工
房
「
オ
リ
ブ
工
房
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
の
お
願
い
」
（
年

　
　
月
不
詳
）

　
U
）
オ
リ
ブ
工
房
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
シ
ャ
ロ
ー
ム
へ
」

1
0）
若
葉
養
護
学
校
に
関
す
る
資
料
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
a
）
「
若
葉
養
護
学
校
　
学
校
要
覧
」
（
平
成
9年
度
）

　
b
）
「
若
葉
養
護
学
校
　
学
校
案
内
　
広
報
わ
か
ば
」
（
年
月
不
詳
）

1
1）
聖
母
の
家
学
園
に
関
す
る
資
料
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
a
）
「
学
校
法
人
養
護
学
校
聖
母
の
家
学
園
学
校
要
覧
（
19
97
年
度
）
」

　
b
）
「
学
校
法
人
養
護
学
校
聖
母
の
家
学
園
学
校
要
覧
（
19
93
年
度
）
」

　
c
）
養
護
学
校
聖
母
の
家
学
園
高
等
部
「
専
攻
科
の
理
解
の
た
め
に
　
第

　
　
3
次
改
訂
版
」
（
19
97
年
7月
）

　
d）
「
平
成
9年
度
公
開
授
業
指
導
案
　
小
学
部
・
中
学
部
・
高
等
部
本

　
　
科
・
高
等
部
専
攻
科
」

　
e）
「
高
等
部
94年
度
　
ク
ラ
ス
編
成
」

　
f）
学
校
法
人
　
養
護
学
校
聖
母
の
家
学
園
（
1991）
『
創
立
二
十
周
年

　
　
記
念
誌
』

　
9）
養
護
学
校
聖
母
の
家
学
園
高
等
部
（
1994）
『
学
習
の
記
録
　
第
6

　
　
号
　
な
か
ま
の
う
た
」

　
h）
者
会
福
祉
法
人
三
重
聖
母
の
騎
士
会
「
聖
母
の
家
　
要
覧
（
隼
月

　
　
不
詳
）

1
2）
三
愛
学
舎
養
護
学
校
に
関
す
る
資
料
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
a）
「
三
愛
学
舎
養
護
（
高
等
）
学
校
　
学
校
要
覧
」
（
1997年
度
）

　
b）
「
三
愛
学
舎
養
護
（
高
等
）
学
校
　
学
校
要
覧
」
（
1986年
度
）

　
C）
「
1997年
度
進
路
指
導
計
画
」

　
d）
「
三
愛
精
神
に
基
づ
い
た
学
習
内
容
の
充
実
一
自
己
実
現
と
職
業
的

　
　
（
社
会
的
）
自
立
の
は
ざ
ま
で
一
（
1994年
）
J

　
e）
学
校
法
人
カ
ナ
ン
学
園
（
1988）
『
三
愛
学
舎
　
十
隼
の
歩
み
遥

　
f）
三
愛
学
舎
養
護
学
校
（
1995）
『
1994年
度
　
テ
ー
マ
学
習
報
告
書

　
　
「
生
か
さ
れ
て
い
る
っ
て
す
ば
ら
し
い
！
r生
命
に
っ
い
て
学
ぶ
』

　
9）
三
愛
学
舎
養
護
（
高
等
）
学
校
（
1981）
e1980年
度
　
三
愛
学
舎

　
　
の
教
育
一
研
究
紀
要
3－
』

　
h）
三
愛
学
舎
養
護
（
高
等
）
学
校
（
1980）
夢
1979年
度
　
三
愛
学
舎

　
　
の
教
育
一
研
究
紀
要
2－
』

　
i）
カ
ナ
ン
の
園
事
務
局
「
カ
ナ
ン
学
園
」
（
年
月
不
詳
）

　
1）
社
会
福
祉
法
人
カ
ナ
ン
の
園
「
カ
ナ
ン
の
園
」
第
62号
（
1997年

　
　
6
月
15日
）

　
k）
「
カ
ナ
ン
の
学
園
第
五
次
将
来
像
計
画
　
1996年
度
年
度
末
研
修
会

　
　
カ
ナ
ン
連
絡
会
研
修
資
料
3（
1997年
）

　
1）
理
事
長
・
本
庄
義
雄
「
隠
さ
れ
た
言
葉
を
聴
く
」
（
年
月
不
詳
）

　
m）
本
庄
義
雄
（
1988）
計
カ
ナ
ン
の
園
か
ら
　
1～
7」
『
福
音
と
世

　
　
界
』
1988年
1～
7月
号

　
n）
有
限
会
社
カ
ナ
ン
牧
場
パ
ン
工
場
「
ラ
イ
ブ
レ
ッ
ド
と
は
」
（
年
月

　
　
不
詳
）

　
o）
小
さ
き
群
の
里
保
護
者
会
（
1994）
『
小
さ
き
群
小
さ
き
群
の
里

　
　
メ
モ
リ
ア
ル
バ
ム
遥

　
P）
カ
ナ
ン
の
園
事
務
局
（
1987）
『
奥
中
山
に
あ
っ
て
　
地
域
の
人
々

　
　
に
支
え
ら
れ
て
15年
」

　
q）
計
岩
手
県
立
み
た
け
養
護
学
校
　
学
校
要
覧
（
平
成
9年
度
）
」

　
r）
岩
手
県
立
み
た
け
養
護
学
校
奥
中
山
分
校
「
平
成
9・
10年
度
　
交

　
　
流
教
育
地
域
推
進
事
業
計
画
書
」

　
s）
「
～
戸
町
立
奥
中
山
小
学
校
　
学
校
経
営
の
概
要
（
平
成
9年
度
）
」

元
3）
前
掲
、
い
ず
み
養
護
学
校
『
記
念
誌
　
三
十
年
場
p．
9。

1
4）
前
掲
、
西
谷
英
雄
鵠
う
ひ
と
つ
の
教
育
　
土
佐
・
光
の
村
か
ら
の

　
］
兆
戦
x　
pp．
64－
65、
　
pp．
71－
73。

1
5）
前
掲
、
聖
坂
養
護
学
校
『
聖
坂
養
護
学
校
20年
の
歩
み
λ
pp．
14つ
9。

1
6）
柴
田
昌
一
「
人
間
的
な
信
頼
関
係
」
（
前
掲
、
聖
坂
養
護
学
校
「
学
校

　
だ
よ
り
」
PP．
1－
3）
。

1
7）
前
掲
、
聖
坂
養
護
学
校
高
等
部
進
路
担
当
「
進
路
指
導
の
方
法
に
つ

　
い
て
」
。

1
8）
前
掲
、
養
護
学
校
聖
母
の
家
学
園
高
等
部
「
専
攻
科
の
理
解
の
た
め

　
に
　
第
3次
改
訂
版
」
。

19）
前
掲
、
「
三
愛
精
神
に
基
づ
い
た
学
習
内
容
の
充
実
一
自
己
実
現
と
職

　
業
的
（
社
会
的
）
自
立
の
は
ざ
ま
で
一
」
。
本
文
章
の
起
草
は
、
専
攻
科

　
の
設
立
を
率
先
し
た
本
庄
義
雄
校
長
で
あ
る
。

2
0）
前
掲
、
「
旭
出
養
護
学
校
　
専
攻
科
の
教
育
　
1996年
度
公
開
見
学
会

　
資
料
」
。
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6

渡
部
昭
男
：
養
護
学
校
に
お
け
る
高
等
部
専
攻
科
の
試
み

Abstruct

　
　
Comp
ulsory　

education　
of　
special　

schools　
from　
6　
to　
15　
years　
old　
started　

in　
1956　
for　
the　
blind　
and　
deaf　
and　
in　
19
79　
for　
the

other
wise　
ha
ndi
capPe
d　
i
n　
Jap
an．
　
As　
m
any
　
spec
ial　
schools（

74％
in　
1997）
have　
upPer　
secondary　

departments，
　
most　
of　
the　
disab］
ed

youth
　
who　
hopes　
to　
have　
further　

education　
can　
now　
go　
to　
upper　
secondary　

depa就
ments　
until　
at　
Ieast　
18　
years　
old．
　
Th
e　
OECD／

CERI　
studies　

on　
transition　

from　
school　
to　
adult　
and　
working　

life　
for　
young　
people　
with　
disab｛
lities　
recognised　

three　
inter－
related

phases
　
of　
transition　

process：
1）
the　
fina▲
years　
of　
schooling，

2）
further　

education　
and　
vocational　

preparation　
and　
3）
entry　
i就
o　
work

and　
a
dult　
life．
　
The　
role　
of　
upper　
secondary　

departme就
s，
　
which　
are　
regarded　

as　
the　
second　
phase　
of　
transition　

process，
　
should

be　
exa
mined　
fr◎
m　
a　
viewpoint　

of　
transition　

as　
well　
as　
school　
articulation．

　
　
Sinc
e”
comin
g　
of　
a
ge”
can　
be
　
pro
mot
ed　
i
n　
four　
main　
areas　
of　
life：
a）
persona］

autonomy　
and　
independence，

　
b）
p
roductive

activities，
　
c）
social　
interaction，

community　
participation，

recreation　
and　
leisure　

activities，
　
d）
roles　
within　
the　
family，
　
upPer　
secon・

dary　
educati
on　
for　
y
oun
g　
peo
ple
　
with
　
di
sabil
ities　
should　
be　
create
d　
n◎
t　
only　
as　
vocational　

preparation　
but　
also　
as　
adolescent

educa
tion　
an
d　
d
eve至
o
pme
ntal　
act
iviti
es．

　
　
P◎
stgra
duat
e　
cou
rse
s◎
f　
u
ppe
r　
sec
ond
ary　
d
epartm四
ts　
are　
worthy　
of　
note　
as　
further　

education　
over　
18　
years　
old．
　
Not　
a　
few

of　
upper　
s
econ
dary　
dep
artme
nts
　
of　
s
pec
ial　
s
cho
ols　
for　
the　
blind　
and　
deaf　
have　
postgraduate　

cources，
　
but　
only　
a　
few　
for　
the

othe
rwise｝
1
andi
capPe
d（
7
　
priv
a民
s
pecia
l　
s
chool
s　
in　
1997）
．
The　
histry　
and　
practice　

of　
these　
7　
postgraduate　

courses　
wa
s　
discribed

i
n
　
t
h
i
s
　
pa
p
e
r
．

＊
De
partr
nen
t◎
f　
Sc
ool　
Edu
catio
n（
Speci
a王
Needs
　
Education）

，
　
Facult
y◎
f　
Education，

　
Tottori　

University，
4－
101　
Minami
　
Koyama－

cho
，
　
Tott
ori，
680
－
094
5　
JAPAN
．

Keyw
ords：
specia玉
school　
for　
children　

with　
disabilities，

　
postgraduate　

course　
of　
upper　
sec◎
ndary　
department，

　
transition，

　
adolesc四

t

educa
tion、


